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Abstract 
To investigate the combustion characteristic of a crankcase-compressed two-stroke cycle gasoline 
engine in various operating condition-full load， partial load， and idling state-the combustion 
pressure in the engine cylinder is measured with a capacity-typed indicator changing the delivery 
ratio (K)， air-fuel ratio AIF， engine speed (N) and ignition advance (IJ勾)respectively. 
In this paper are observed and analyzed the fluctuation ratio and amplitude-fr巴quencydistribution 
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図 5 シリンダ最高圧の頻度分布 (E←50， K=75%， N=3000r.p.m.) 
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図-6 シリンダ最高圧の Pπ-Pn十 1線図
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図-7 燃焼状態に対する混合比，給気比の影響
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られる(図-9の上部 Pe= 111 mmAq， Pe = 130 mmAqの比較)。
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るととが考えられる。一般に 1回または 2回失火した次のサイク Jレの混合濃度 C明1， Cm2 は次
の如く表わされる。
C叫 =1ー (1ー可.)・(1ー守叫 } 


















[A/F] = (A/F)/[l+α(l/C時一1){1ー (A/F)/Lo}] (2) 
ここに， αは不完全燃焼の場合残留ガス中の CO，H2を燃料に換算し， これら換算せる燃
料と残留燃料 (Gfe)との和と，残留全燃料 (Gfr)との比を示す。
α= {Gfe+Gco (Lco/Lol+GH2 (LH.lLo)}/Gfr (3) 
ここに Gfe， Gco， CH，は残留せる燃焼ガス中の燃料(ガソリン)， CO， H2の重量であり，
Lo， Lco， LH2はそれぞれの理論必要空気量である。
α=1の場合は余分の燃料がそのままの状態で残った場合， すなわち GCO=GH，=O，Gfe= 
Gf，に該当し， 0>α>1の場合が，いわゆる不完全燃焼の場合に相当する。また α=0は A/F=
(324) 
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α=0.6の場合について実質的混合比[A/Flと混合比(A/F) 図 11 [A/F]-(A/Fl線図
の関係を求めたのが図-11である。また混合気濃度 (C制)との関係を図-10・(b)に示した。
図-10によると失火による C抗と [A/Flの変化，従って断続燃焼の機構がよく分る。たと
えば A(守8与34%[A/Fl=5)の状態において失火すると次のサイク Jレの混合気濃度 (Cm1) は57





また 2回おき燃焼の場合も全く同様であり，たとえばA'(C叫竺34%，[A/Fl~4) の状態から 1
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の最高圧力(オシログラムの振幅 mm)の頻度分希曲線を図-12に示す。 図において， シリン








N = 2970 r .p.m.一定の曲線において，最高圧力の振幅 (PfM)が PfM=85mm， 100 mm， 150 mm 
附近でそれぞれ山を生じている。この山は機関回転数が高くなる程，最高圧力の振幅 (PfM)の
大きい方に移行し，その値も高くなり，異常燃焼 (PfM=150 mm )附近の頻度は逆に減少して
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